
【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
コ
カ
・
コ
ー

ラ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
(
株
)
鳥
栖
工
場
社

員
の
家
族
41
人
が
、
鳥
栖
市
大
石
谷

国
有
林
の
「
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
ジ
ャ
パ
ン
(
株
)
法
人
の
森
」
で
、

歩
道
整
備
や
巣
箱
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ビ
ッ
グ
リ
ー
フ

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
巣
箱
の
か
け
方
や

野
鳥
の
生
態
な
ど
の
説
明
を
受
け
た

後
、
作
成
し
た
巣
箱
を
参
加
者
全
員

が
協
力
し
て
掛
け
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
宮
崎

県
が
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
「
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
宮
崎
」
に
併
せ
て
、
民
・

国
合
同
の
海
岸
林
一
斉
清
掃
を
実
施
。

旧
延
岡
営
林
署
時
代
か
ら
伝
統
的
な

行
事
で
、
地
元
の
方
々
が
普
段
か
ら

取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
ゴ
ミ
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
地
元
の
高
校
生
も
多
数
参
加

す
る
中
、
活
動
を
終
え
た
住
民
か
ら

は
「
昔
よ
り
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。

ゴ
ミ
が
少
な
か
っ
た
ね
」
と
言
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
通
じ
て
地
元
住
民
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
長
崎
森
林
管
理
署
】
長
崎
市
立

長
浦
小
学
校
の
児
童
90
人
、
対
馬
市

立
豆
酘
小
学
校
の
児
童
45
人
を
対
象

に
、
森
林
の
大
切
さ
や
働
き
に
つ
い

て
の
「
お
届
け
講
座
」
を
行
い
ま
し

た
。
志
田
森
林
官
、
江
島
森
林
官
が

そ
れ
ぞ
れ
講
師
と
な
り
実
施
。
児
童

ら
は
森
林
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
紙
芝

居
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
に
親
し

ま
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

【
西
都
児
湯
森
林
管
理
署
】
産
業

お
よ
び
観
光
振
興
を
目
的
に
、
「
さ

い
と
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
二
〇
〇

九
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
当
署
も
、

職
員
手
作
り
の
木
工
品
な
ど
の
販
売
。

古
い
林
業
用
作
業
器
具
や
昭
和
初
期

の
山
で
働
く
人
た
ち
の
作
業
風
景
な

ど
の
写
真
を
展
示
。
ま
た
、
管
内
の

指
定
樹
木
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
モ
ミ
の

「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
の
紹
介
な

ど
を
行
い
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
西
都
原
の
コ
ス
モ
ス
が

花
を
添
え
、
有
意
義
な
産
業
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。
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私
が
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理
由

は
、
こ
の
狭
い
日
本
が
温
暖
化
に
な
っ

た
ら
植
物
は
育
た
な
く
な
る
し
、
昔

か
ら
有
る
日
本
の
四
季
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
と
い
う
思
い
も
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

私
の
小
さ
い
こ
ろ
は
家
の
軒
先
に

は
ツ
ラ
ラ
が
下
が
り
、
山
に
は
多
く

の
雪
が

降
り
積

も
っ
て

い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。

政
府
は
25
％
Ｃ
Ｏ
２
を
少
な
く
致

し
ま
す
と
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
達
成
す
る
に
は
、
山
に
木
を
植
え

て
、
緑
を
ふ
や
す
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
資
源
は
少
な
い

し
、
世
界
の
資
源
に
も
限
り
が
あ
り

ま
す
が
、
木
材
は
再
生
可
能
な
資
源

で
す
。
木
材
が
大
き
く
成
長
す
る
ま

で
に
は
何
十
年
と
い
う
長
い
年
月
が

必
要
で

す
し
、

山
を
育

て
る
森

林
管
理
局
さ
ん
の
取
り
組
み
は
大
変

責
任
が
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。都

城
市
に
は
ド
ン
グ
リ
１
０
０
０

年
の
森
づ
く
り
活
動
と
い
う
取
り
組

み
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ド
ン
グ

リ
の
苗
木
を
植
え
豊
か
な
森
を
再
生

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
１
株
５
０

０
円
を
負
担
し
参
加
す
る
制
度
で
す
。

私
も
毎
年
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

計
画
を
立
て
ら
れ
る
の
は
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
山
は
水
利
の
調
整

な
ど
色
々
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
し
、

空
気
の
き
れ
い
な
日
本
を
作
る
た
め

に
も
山
を
育
て
る
こ
と
、
自
然
を
大

切
に
し
山
に
木
を
植
え
る
事
は
大
切

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宮
崎
県
都
城
市
在
住
）

皆 吉 幸 雄
さ
ん

木
を
植
え
て
山
を
育
て
る

楽しく巣箱作りをする親子＝佐賀

木工品などを展示の当署コーナー＝西都児湯

紙芝居に聞き入る児童ら＝長崎

ゴミ拾いに汗する高校生＝宮崎北部



11
月
８
日
、
九
州
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
会
の
企
画
で
第
４
回
九
州

森
林
倶
楽
部
「
紅
葉
の
天
然
水
の
森
・

地
蔵
峠
の
散
策
」
を
実
施
。
21
人
の

参
加
者
が
熊
本
県
西
原
村
の
南
阿
蘇

外
輪
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る
法
人
の

森
「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
の
森
阿
蘇
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
11
月

に
し
て
は
汗
ば
む
ぐ
ら
い
の
陽
気
と

な
り
、
九
州
森
林
管
理
局
を
バ
ス
で

出
発
。
登
山
口
か
ら
は
、
参
加
者
を

３
組
に
分
け
、
九
州
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
会
メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、

標
高
１
０
０
０
㍍
の
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
落

葉
広
葉
樹
林
の
林
内
を
植
物
観
察
し

な
が
ら
地
蔵
峠
を
目
指
し
出
発
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
広
葉
樹
林
内
の
フ
カ

フ
カ
し
た
落
ち
葉
の
上
を
踏
み
し
め
、

水
源
か
ん
養
機
能
な
ど
森
林
の
役
割

な
ど
の
説
明
を
受
け
林
内
を
散
策
し

ま
し
た
。
登
山
道
の
途
中
で
は
雄
大

な
阿
蘇
の
涅
槃
像
を
遠
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

紅
葉
は
、
残
念
な
が
ら
時
期
が
少

し
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
地
蔵
峠
で

は
、
風
も
な
い
秋
晴
れ
の
心
地
よ
い

天
候
の
中
、
ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
と

り
下
山
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
少
人
数
の
グ

ル
ー
プ
で
ゆ
っ
く
り
と
森
林
浴
を
楽

し
め
た
。
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
方
か
ら
詳
し
い
説
明
を
聞
け
た
の

が
良
か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
今
年
最
後
の
九
州
森
林
倶
楽

部
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
日
向

市
立
日
知
屋
小
学
校
５
年
生
48
人
を

対
象
に
、
森
林
環
境
教
育
を
行
い
ま

し
た
。
室
内
で
は
、
森
林
の
役
割
や

マ
ツ
枯
れ
病
と
対
策
、
林
業
の
現
状

と
間
伐
の
必
要
性
な
ど
を
学
習
し
た

後
、
木
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ
や
、
校

庭
に
あ
る
樹
木
の
名
前
や
特
徴
を
学

習
。
日
知
屋
小
学
校
で
は
、
今
回
が

初
め
て
の
講
座
で
し
た
が
、
校
長
先

生
か
ら
は
「
来
年
も
よ
ろ
し
く
」
と

言
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
屋
久
島

町
立
安
房
小
学
校
２
年
生
33
人
が
当

署
を
職
場
見
学
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

小
学
校
の
社
会
学
習
の
一
環
と
し
て
、

安
房
地
区
内
の
各
職
場
や
工
場
な
ど

を
毎
年
見
学
し
て
回
る
も
の
で
、
当

署
も
前
年
に
続
き
受
け
入
れ
た
も
の
。

児
童
ら
は
、
職
員
か
ら
屋
久
杉
円
盤

や
、
庁
舎
に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。
児
童
か
ら
「
カ

ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
虫
は
ど
ん
な
場

所
で
見
つ
か
り
ま
す
か
」
と
子
ど
も

ら
し
い
質
問
が
あ
る
な
ど
、
微
笑
ま

し
い
一
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
日
南

市
、
北
郷
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協

議
会
と
連
携
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
に
認
定
さ
れ
た
猪
八
重
渓
谷
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
五
重
の
滝

ま
で
散
策
後
、
①
カ
ズ
ラ
カ
ゴ
づ
く

り
②
森
林
ヨ
ー
ガ
③
絵
手
紙
の
作
成

に
分
か
れ
癒
し
を
体
験
。
お
昼
は
セ

ラ
ピ
ー
弁
当
と
シ
シ
汁
の
自
然
食
を

味
わ
い
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
癒
し
効

果
を
感
じ
た
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
「
第
11

回
か
ご
し
ま
木
材
ま
つ
り
」
が
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
で
開
催
。
当

署
も
、
竹
と
ん
ぼ
や
ド
ン
グ
リ
の

「
ト
ト
ロ
」
作
り
、
松
ぼ
っ
く
り
の

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
「
モ
ッ
ク
ン
」

を
配
布
し
、
緑
の
募
金
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
丸
太
切
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

切
れ
た
輪
切
り
を
大
事
に
持
ち
帰
る

な
ど
国
有
林
コ
ー
ナ
ー
は
、
多
く
の

県
民
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。
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落葉広葉樹の林内で自然を満喫する参加者ら

初めて丸太切りしたョ＝鹿児島

樹木について学ぶ日知屋小児童＝宮崎北部

屋久杉円盤前で説明を聞く児童＝屋久島森林セラピーの癒し効果を体感＝宮崎南部



「
消
え
る
ま
で

ゆ
っ
く
り
火
の

元

に
ら
め
っ
子
」
の
全
国
統
一
防

火
標
語
の
も
と
、
11
月
９
日
か
ら
15

日
ま
で
の
１
週
間
、
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
局
で
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
る
時
季
を
迎
え
、
火
災
予
防
の

意
識
を
高
め
る
た
め
、
11
月
13
日
に

局
庁
舎
構
内
で
、
消
防
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
熊
本
市
中
央
消
防
署
の
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
火
災
発
生

時
の
通
報
や
初
期
消
火
、
避
難
誘
導

な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
実
施
。

職
員
は
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火

の
訓
練
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

消
防
署
か
ら
は
、
初
期
消
火
を
す

る
と
き
は
逃
げ
道
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
。
避
難
誘
導
は
全
員
が
待
避
し

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
防
火
扉
を

閉
め
る
こ
と
な
ど
の
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
自
衛
消
防
本
部
長
の
山
元

康
則
総
務
部
長
が
「
日
ご
ろ
か
ら
職

場
・
家
庭
に
お
い
て
も
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
も
し
火
災
が

発
生
し
た
場
合
は
、
本
日
の
訓
練
を

教
訓
に
冷
静
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
消
防
訓

練
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
経
理
課
）

【
長
崎
森
林
管
理
署
】

県
立
諫
早
農
業
高
校
２
年

生
３
人
を
就
業
体
験
学
習

で
受
け
入
れ
ま
し
た
。
生

徒
ら
は
国
有
林
野
情
勢
や

管
内
の
説
明
を
受
け
た
後
、

治
山
事
業
実
行
個
所
や
保

育
間
伐
（
活
用
型
）
の
搬

出
路
作
設
現
場
な
ど
を
見

学
。
ま
た
、
収
穫
調
査
、

境
界
巡
検
、
保
育
間
伐
や

枝
打
ち
作
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
意
見
交
換
を
行
い
、
生

徒
か
ら
は
「
今
後
の
進
路
実
現
に
向

け
て
一
層
頑
張
り
ま
す
」
と
心
強
い

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
大
分
西
部
森
林
管
理
署
】
阿
蘇

く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
の
牧
ノ
戸
峠
一

帯
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
な
ど
の
高

山
植
物
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
サ
サ
な
ど
に
被

圧
さ
れ
、
開
花
量
が
減
少
。
こ
の
た

め
、
平
成
19
年
度
に
刈
り
出
し
試
験

地
を
設
定
。
刈
り
出
し
作
業
を
環
境

省
・
九
重
の
自
然
を
守
る
会
、
九
重
・

飯
田
高
原
観
光
協
会
、
当
署
職
員
な

ど
、
約
40
人
の
参
加
者
で
行
い
ま
し

た
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
回
復
を
願

い
刈
り
払
い
し
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
向
坂

山
周
辺
の
国
有
林
に
、
五
ヶ
瀬
町
及

び
五
ヶ
瀬
川
森
林
・
林
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
と
当
署
が
連
携
し
、
「
都
市

住
民
を
対
象
に
森
林
・
林
業
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。
森
林
や
林

業
に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
都
市
住

民
が
、
森
林
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

に
企
画
。
43
人
が
参
加
し
、
森
林
浴

を
楽
し
み
、
林
業
の
現
状
を
見
た
り

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
樹
氷
や
、

紅
葉
に
感
激
し
、
シ
カ
に
よ
る
森
林

被
害
地
に
驚
く
な
ど
、
新
た
な
知
識

を
得
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
隅
森
林
管
理
署
】
ク
リ
ー
ン

活
動
と
し
て
、
「
く
に
の
松
原
」
で
、

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は

大
崎
町
、
大
隅
素
材
生
産
事
業
協
同

組
合
、
当
署
巡
視
員
や
職
員
を
含
め

36
人
が
参
加
。
林
内
の
ゴ
ミ
や
タ
イ

ヤ
な
ど
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
約
五
台
分
を

回
収
し
ま
し
た
。

｢

く
に
の
松
原
」

は
地
域
に
親
し
ま
れ
た
景
勝
地
で
す

が
、
道
路
沿
い
は
不
法
投
棄
が
多
く
、

今
回
は
、
不
法
投
棄
防
止
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
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＝長崎刈り出し作業に取り組む参加者＝大分西部

説明に耳を傾ける体験ツアー参加者＝宮崎北部

清掃活動に汗する参加の皆さん＝大隅

消化器で放水訓練を行う職員



西
表
島
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域

（
沖
縄
県
西
表
島
）
は
、
設
定
後
20

年
近
く
経
過
し
、
保
護
林
を
取
り
巻

く
自
然
的
・
社
会
的
諸
環
境
に
変
化

が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
識
経

験
者
な
ど
か
ら
な
る
西
表
島
森
林
生

態
系
保
護
地
域
設
定
委
員
会
を
設
置
、

１
月
22
日
～
24
日
の
３
日
間
、
石
垣

市
健
康
保
全
セ
ン
タ
ー
（
沖
縄
県
石

垣
島
）
で
西
表
島
森
林
生
態
系
保
護

地
域
設
定
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
第
９
回
沖
縄
北
部
国

有
林
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
検
討
委

員
会
が
開
か
れ
、
北
部
訓
練
場
か
ら

返
還
さ
れ
る
国
有
林
約
３
４
０
０
㌶

の
機
能
類
型
や
返
還
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
最
終
報
告
書
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
九
州
森
林
管
理
局
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
７
日
、
熊
本
市
の
小
萩
国
有

林
内
で
九
州
森
林
管
理
局
・
熊
本
森

林
管
理
署
・
熊
本
県
・
熊
本
市
共
催

に
よ
る
合
同
植
樹
祭
が
開
か
れ
ま
し

た
。
２
５
０
人
が
参
加
し
、
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
１
０
０
０
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
植
樹
祭
に
併
せ
熊

本
市
立
西
里
小
学
校
と
同
松
尾
西
小

学
校
の
児
童
ら
が
「
未
来
の
地
球
環

境
へ
の
提
言
」
と
題
し
、
緑
に
親
し

む
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
み
ど
り
の
月
間
（
４
月
15
日
～

５
月
14
日
）
」
の
４
月
19
日
、
熊
本

城
内
の
一
角
に
あ
る
監
物
台
樹
木
園

を
無
料
開
園
し
、
募
金
活
動
や
苗
木

の
無
料
配
布
を
行
い
、
森
林
や
緑
の

大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

４
月
23
日
「
国
民
が
支
え
る
森
林

づ
く
り
運
動
」
推
進
協
議
会
は
、
グ

リ
ー
ン
購
入
法
に
お
け
る
新
た
な
調

達
基
準
に
基
づ
い
た
間
伐
紙
（
コ
ピ
ー

用
紙
）
の
供
給
を
全
国
で
初
め
て
開

始
し
た
こ
と
に
伴
い
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

「
み
ど
り
の
月
間
」
の
４
月
29
日
、

熊
本
城
内
の
一
角
に
あ
る
監
物
台
樹

木
園
で
「
第
５
回
監
物
台
樹
木
園
森

林
と
緑
の
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
」

を
開
き
、
52
組
の
小
学
生
や
親
子
ら

１
７
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

５
月
23
日
、
大
分
県
日
田
市
と
屋

久
島
町
は
津
元
賴
光
九
州
森
林
管
理

局
長
仲
介
の
も
と
、
三
隈
川
水
上
ス

テ
ー
ジ
で
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

平
成
５
年
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ

た
屋
久
島
の
保
護
・
管
理
に
つ
い
て

学
識
経
験
者
ら
か
ら
な
る
科
学
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、
科
学
的
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
順
応
的
管
理
に
必
要
な
助

言
を
得
る
体
制
が
整
い
、
６
月
28
日
、

第
１
回
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学

委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

７
月
28
日
、
「
国
民
が
支
え
る
森

林
づ
く
り
運
動
」
推
進
協
議
会
総
会

が
開
か
れ
、
間
伐
材
入
り
紙
製
品
の

コ
ピ
ー
用
紙
（
木
に
な
る
紙
）
の
森

林
所
有
者
に
還
元
し
て
い
く
仕
組
み

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
24
日
、
熊
本
市
内
の
小
学
校

教
諭
を
対
象
に
、
学
校
で
の
森
林
環

境
教
育
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
「
森
の
塾
」
を
開
講
し
、

10
人
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
11
日
「
九
州
地
域
に
お
け
る

森
林
整
備
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
」

締
結
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
我
が
国
最
大
規
模
（
３
９
０
０

㌶
）
と
な
る
「
五
木
地
域
森
林
整
備

推
進
協
定
」
締
結
の
調
印
式
を
併
せ

て
行
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
付
け
で
、
前
・
津
元
賴

光
局
長
が
林
野
庁
森
林
整
備
部
長
へ

転
出
し
、
後
任
に
沖
修
司
局
長
が
就

任
し
ま
し
た
。

10
月
４
日
、
「
未
来
へ
と

夢
を

つ
な
い
で

育
て
る
緑
」
を
テ
ー
マ

に
、
皇
太
子
さ
ま
を
お
迎
え
し
長
崎

県
雲
仙
市
国
見
町
の
「
県
立
百
花
台

公
園
」
で
第
33
回
全
国
育
樹
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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新
生
国
有
林
が
ス
タ
ー
ト
し
て
６
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
国

民
の
森
林
」
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
だ
主
な
出
来
事
を
「
広
報
九
州
」

の
中
か
ら
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
見
直
し

に
着
手

「
木
に
な
る
紙
」
記
者
発
表

沖
縄
北
部
国
有
林
の
取
扱
に
つ
い

て
最
終
答
申

熊
本
市
で
合
同
植
樹
祭

「
み
ど
り
の
月
間
」
緑
化
行
事

森
林
と
緑
の
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大

会

友
好
交
流
協
定
を
締
結

科
学
委
員
会
を
開
催

「
国
民
が
支
え
る
森
林
づ
く
り
運

動
」
推
進
協
議
会
総
会

「
森
の
塾
」
開
講

森
林
整
備
推
進
に
向
け
協
定
締
結

沖
局
長
が
就
任

雲
仙
市
で
全
国
育
樹
祭



10
月
29
日
、
林
業
を
担
う
指
導
的

な
立
場
の
人
材
の
知
識
・
技
術
レ
ベ

ル
の
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
当
局
と
鹿
児
島
大
学
と
の
間

で
「
九
州
の
林
業
再
生
の
た
め
に
必

要
な
人
材
育
成
等
に
関
す
る
協
定
」

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
11
日
と
12
日
の
両
日
、
当
局

大
会
議
室
に
お
い
て
「
森
林
の
流
域

管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
」
が

開
か
れ
、
九
州
・
沖
縄
各
県
の
林
業

関
係
者
、
局
・
署
な
ど
の
職
員
、
熊

本
県
・
佐
賀
県
の
林
業
を
学
ぶ
高
校

生
な
ど
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
本
紙
１
・
２
頁
に
掲
載
）

「
新
緑
と
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
久

住
高
原
を
訪
ね
て
」
「
希
少
野
生
動

植
物
の
宝
庫

奄
美
大
島
２
泊
３
日

の
旅
」
「
紅
葉
の
天
然
水
の
森
・
地

蔵
峠
の
散
策
」
を
開
催
し
、
61
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

熊
本
市
に
あ
る
監
物
台
樹
木
園
で

実
践
・
公
開
講
座
「
葉
の
構
造
を
学

ぶ
」
「
森
の
公
益
的
機
能
を
知
ろ
う

（
絵
手
紙
）
」
「
森
を
楽
し
む
（
ク

ラ
フ
ト
）
」
「
草
木
染
め
」
を
開
き
、

１
２
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

11
月
30
日
付
森
林
管
理
局
長
発
令

治
山
課
係
員

古
庄
誠
司
（
東
北
局
宮
城
北
部

署
駐
在
）

12
月
１
日
付
林
野
庁
長
官
発
令

計
画
部
付

宮
島
章
（
計
画
部
企
画
官
）

計
画
部
企
画
官

山
本
博
（
熊
本
南
部
署
次
長
）

熊
本
南
部
署
次
長

寺
本
勝
（
治
山
課
長
補
佐
）

林
野
庁
経
営
課
雇
用
改
善
係
長

長
谷
川
健
一
（
指
導
普
及
課
）

12
月
１
日
森
林
管
理
局
長
発
令

治
山
課
長
補
佐

山
部
義
臣
（
治
山
課
）

沖
縄
署
流
域
管
理
調
整
官

遠
山
勝
（
指
導
普
及
課
・
西
表

森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）

指
導
普
及
課
保
護
林
係
長

茂
野
潤
（
宮
崎
北
部
署
）

治
山
課
企
画
係
長

中
嶋
紀
光
（
治
山
課
）

治
山
課
国
有
林
治
山
係
長

古
庄
誠
司
（
東
北
局
駐
在
）

総
務
課
付

池
田
勉
（
沖
縄
署
）

大
分
西
部
署
業
務
課
長

迫
畑
啓
逸
（
屋
久
島
署
）

屋
久
島
署
総
務
係
長

中
村
正
任
（
経
理
課
）

沖
縄
署
経
理
係
長

木
崎
慎
一
（
福
岡
署
）

熊
本
署
管
理
係
長

松
本
知
子
（
熊
本
署
）

宮
崎
北
部
署
管
理
係
長

岩
本
浩
三
（
宮
崎
北
部
署
）

長
崎
署
首
席
森
林
官

松
永
雄
治
（
大
分
西
部
署
）

福
岡
署
森
林
官

蒲
地
勝
也
（
長
崎
署
）

長
崎
署
森
林
官

山
口
辰
郎
（
長
崎
署
）

長
崎
署
森
林
官

坂
本
久
良
（
長
崎
署
）

宮
崎
北
部
署
森
林
官

穴
山
信
二
（
宮
崎
北
部
署
）

宮
崎
南
部
署

楢
木
野
俊
昭
（
長
崎
署
）

経
理
課
係
員

城
下
ヒ
ト
ミ
（
総
務
課
）

経
理
課
係
員

松
本
一
美
（
沖
縄
署
）

販
売
課
係
員

藤
原
敬
士
（
宮
崎
南
部
署
）
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新
米
刑
事
曰
く
「
犯
人
の
足
取
り

が
掴
め
ま
せ
ん
」
、
そ
こ
で
ベ
テ
ラ

ン
刑
事
が
「
現
場
を
洗
い
直
せ
、
解

決
の
糸
口
が
必
ず
あ
る
」
と
諭
す
。

こ
の
や
り
と
り
、
私
ど
も
の
職
場
に

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、

出
張
で
屋
久
島
の
奥
岳
地
域
を
調
査

し
ま
し
た
。
当
日
は
日
ご
ろ
の
素
行

の
良
さ
？
か
ら
雲
一
つ
無
い
晴
天
に

な
り
、
宮
之
浦
岳
、
永
田
岳
、
黒
味

岳
等
の
山
頂
部
は
も
ち
ろ
ん
、
花
之

江
河
、
小
花
之
江
河
の
湿
地
帯
な
ど
、

そ
れ
ま
で
写
真
で
し
か
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
現
場
を
調
査
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

調
査
前
は
さ

ま
ざ
ま
な
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
、
だ
い
た
い

こ
ん
な
感
じ
だ
ろ
う
と
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
の
対
応
で
し
た
が
、
今
で
は

頭
の
中
で
現
場
が
す
ぐ
に
出
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
し
く

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
で
す
。

私
ど
も
が
業
務
を
進
め
る
上
で
疑
問

点
な
ど
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
解
決
の
糸
口
は
必
ず
現
場
に
あ

り
ま
す
。
少

し
遠
回
り
に

な
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
を
確
認
し
て
情

報
収
集
す
る
こ
と
が
、
我
々
森
林
・

林
業
技
術
者
の
原
点
で
あ
り
責
務
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
現
場
第

一
線
で
ご
活
躍
頂
い
て
い
る
森
林
官

の
現
場
の
情
報
量
が
、
最
も
重
要
で

あ
り
財
産
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
実
は
私
、
入

庁
前
か
ら
屋
久
島
を
数
回
訪
問
し
て

い
る
と
と
も
に
、
３
年
間
も
勤
務
し

て
い
た
の
に
、
一
体
何
を
し
て
い
た

ん
だ
ろ
う
と
反
省
し
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
国
有
林
野
管
理
課
長

川
畑
充
郎
）

実
践
・
公
開
講
座
を
実
施

森
林
倶
楽
部
を
実
施

森
林
の
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進

発
表
大
会
に
着
手

調印後学長と握手する沖局長

自然を満喫した森林倶楽部参加者

鹿
児
島
大
学
と
協
定
締
結



10
月
25
日
、
監
物
台
樹
木
園
に
お
い

て
、
第
４
回
実
践
・
公
開
講
座
「
草
木

染
め
」
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
36
人

が
参
加
。
講
師
に
九
州
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
会
の
廣
瀬
三
重
子
さ
ん
を
招

き
、
身
近
に
あ
る
植
物
を
使
っ
た
草
木

染
め
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
人
が
選
ん
だ
エ
コ
バ
ッ

ク
、
ス
ト
ー
ル
、
ハ
ン
カ
チ
の
布
に
、

輪
ゴ
ム
、
割
り
箸
、
大
豆
な
ど
を
使
っ

て
模
様
づ
く
り
の
作
業
を
行
っ
た
後
、

ビ
ワ
や
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど

の
草
木
を
使
い
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
染
色
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
外
に
準
備
し
た
テ
ン
ト
内

の
ロ
ー
プ
に
染
め
た
ば
か
り
の
作
品
を

乾
か
す
た
め
掛
け
、
参
加
者
全
員
で
品

評
会
を
行
い
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
植

物
で
染
め
た
作
品
は
、
樹
木
園
の
樹
木

と
コ
ラ
ボ
し
て
美
術
展
の
様
で
し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
大
分
森
林
管
理
署
】
「
久
住
扇
ヶ

鼻
」
に
、
九
重
の
自
然
を
守
る
会
、
九

重
・
飯
田
高
原
観
光
協
会
、
環
境
省
く

じ
ゅ
う
自
然
保
護
官
事
務
所
、
当
署
職

員
20
人
が
参
加
し
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

の
保
護
ロ
ー
プ
を
１
０
０
㍍
設
置
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
く
じ
ゅ
う
地
区
に
群
生

す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
盗
掘
や
踏
み

荒
ら
し
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
被
害
が
著
し
い
個
所
に

立
入
規
制
を
行
い
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

の
復
元
を
図
る
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

今
後
と
も
同
関
係
者
ら
が
連
携
し
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
の
保
護
・
復
元
活
動
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
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ま
ず
は
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
た

い
。
マ
ル
バ
ニ
ッ
ケ
イ
の
果
実
（
し
ょ

う
果
）
で
、
種
子
島
で
初
観
察
し
た

写
真
で
す
。
最
初
何
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
下
部
の
輪
状
に
な
っ
て
い
る
の

が
褐
色
だ
っ
た
の
で
か
じ
っ
て
み
た

が
ニ
ッ
ケ
イ
の
味
は
し
な
か
っ
た
。

図
鑑
で
調
べ
た
ら
、
普
通
果
実
の

花
床
筒
は
杯
状
と
な
り
果
実
の
基
部

を
包
む
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
と
き

に
果
皮
の
下
部
が
環
状
に
肥
厚
し
虫

え
い
と
な
る
」
と
解
説
が
あ
り
、
ま

さ
に
虫
え
い
を
抱
え
た
果
実
で
あ
っ

た
。日

本
固
有
種
で
海
岸
近
く
に
生
え

常
緑
の
海
岸
低
木
林
を
形
成
す
る
。

葉
は
先
が
丸
く
下
部
が
く
さ
び
形
の

倒
卵
形
と
な
っ
て
お
り
長
さ
３
～
４

㌢
の
可
愛
い
葉
を
付
け
て
い
る
。
葉

を
か
じ
る
と
ニ
ッ
ケ
イ
の
匂
い
が
す

る
。
葉
の
形
か
ら
名
前
は
付
け
ら
れ

て
い
る
。

ク
ス
ノ
キ
科
特
有
の
三
行
脈
が
は
っ

き
り
と
観
察
で
き
、
裏
面
に
凸
出
し

て
い
る
。
裏
面
は
絹
毛
で
覆
わ
れ
て

お
り
白
く
な
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り

観
察
す
る
と
葉
は
対
生
で
あ
る
が
少

し
ず
れ
た
互
生
も
あ
る
。

樹
木
園
の
中
央
、
西
側
に
ニ
ッ
ケ

イ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
と
と
も
に
樹
高

約
１
・
５
㍍
、
幅
約
１
㍍
の
円
柱
樹

形
の
マ
ル
バ
ニ
ッ
ケ
イ
を
観
察
で
き

る
。

12
月
１
日
付
け
で
、
沖
縄
森
林
管

理
署
か
ら
局
総
務
課
勤
務
と
な
り
、

広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
着

任
早
々
、
今
冬
一
番
と
い
う
寒
波
に

歓
迎
さ
れ
た
。
沖
縄
で
は
異
動
の
準

備
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
や
っ
て
い
た
の

で
、
い
き
な
り
の
寒
暖
の
差
ー
20
度

超
は
身
体
に
応
え
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
は
こ
の
環
境
に
、
な
が
ー
く

付
き
合
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
だ
と
思
い
、
気
合
い
を
入
れ
て

頑
張
っ
て
行
こ
う
▼
久
し
ぶ
り
の
局

勤
務
で
あ
る
、
た
し
か
16
年
ぶ
り
？

今
回
は
、
初
め
て
経
験
す
る
広
報
の

仕
事
で
あ
る
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
が
１
日
も
早
く
局
の

雰
囲
気
と
仕
事
の
流
れ
を
覚
え
な
け

れ
ば
と
思
い
つ
つ
も
、
こ
の
歳
に
な

る
と
最
新
の
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
に

身
体
と
頭
が
つ
い
て
い
か
な
い
状
況

で
あ
る
が
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
▼
マ

イ
ホ
ー
ム
を
建
築
以
来
初
め
て
の
、

我
が
家
か
ら
の
通
勤
と
な
り
、
長
か
っ

た
単
身
赴
任
生
活
が
や
っ
と
卒
業
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
署
の
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
師
走

を
迎
え
寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り

ま
し
た
が
健
康
第
一
に
良
い
年
を
お

迎
え
下
さ
い
。
広
報
活
動
も
よ
ろ
し

く
。
（
ベ
ン
）

きれいに染まった作品を手に品評する皆さん

保護ロープを設置する参加者＝大分


